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「ハロウィーン特集」

●お友達・お知り合いに、是非おぎはら耳鼻
咽喉科をご紹介ください。
●神奈川県では珍しい、言語聴覚士のいる耳
鼻咽喉科です。難聴や補聴器については大学
病院レベルの診察・検査体制を整えています。
●ちょっとした不安の解消から専門的な診察
まで、幅広く行っています。
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ブタクサ

いつの頃からか、日本でもハロウィーンを楽しむの
が習慣になってきましたね。ハロウィーンの由来は
「秋の収穫を祝うケルト人のお祭り」だそうです。
ケルト人とは、古代（紀元前）ヨーロッパの中西部
に住み、ケルト語を使用していた民族です。あの有
名な「アーサー王物語」は、ケルト神話です。ケル
ト人の一年の終わりは10月31日だったのですが、こ
の夜に死者の霊がこの世に戻ってきて、黒猫をつれ
た魔女や悪霊が悪さをすると信じられていたため、
この祭りで収穫を祝うとともに、悪い霊を追い払う
ためでもありました。お化けの仮装をするのも、魔
除けの意味合いがあるんだそうです。アイルランド
の「ジャック・オー・ランタン」の妖精の伝説がハ
ロウィーンの風習と混ざり、今のようなハロウィー
ンのかぼちゃの飾りが行われるようになりました。

＜言語聴覚士よりお知らせ＞
12月に、「第三回補聴器体験会」を予定しています。興味があ
る方は、院内スタッフにおたずねください。ご予約はお電話で
も承っております。

10/30（金）10/31（土）の会計時に受付スタッフに
「トリック オア トリート」
と言うと、何かいいことがあるみたいです。

オギジビのいろんなところに
ハロウィーンの飾りがありま
す。カボチャは全部でいくつ
あるかな？探してみてくださ
い。おばけもたくさんいるよ。
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